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カブシキカイシャ テラサワ アンナ

職場の多様性を意識し、人の動きを独

自指標で数値化し、メンバーの加工技

術能力で課題の克服に、取り組んだ

事例です。

会社紹介 職場紹介

運営の工夫①

私たちの会社は、本社が静岡県掛川市にあり、主に⾃動⾞などの排気ガスをきれいにする、触媒の【研究】･【製造】･
【販売】を⾏っています。私達は磐⽥市にある研究施設「ARKクリエイションセンター」に勤めています。
⼜、海外には、7箇所の⽣産拠点と、3箇所の営業所があり、グローバルで環境保全に貢献しています。
今年新たに北⽶シャシダイが設置されました。

私たちは、触媒の研究開発に関わる、第2試験課に所属して
おり、ARKと本社でエンジンや⾞両をつかい試験を⾏っていま
す。耐久、評価グループは3直体制、車両グループは2

直体制で対応。ARKの⾞両棟⽴ち上げにともない、本社から
⾞両評価グループのメンバーが4名加わり、部員14名、新た
なメンバーと共に、活動を⾏っていきます。

チャージサークルは３つのグループがひとつとなり活動をしているため、業務内容が分からないメンバーがいます。
先ずは、業務を理解するため、はじめにメンバー全員で作業確認をしました。
また会合に参加できない交代勤務者にも進捗が分かるよう、業務を録画し活動内容を共有したり、Teamsを

活用し情報共有をすることでメンバー間の意識統一化を図りました。

現在のサークルレベルはCゾーン。Bゾーンを⽬指して頑張っ
ていきます。メンバーのレベルは、今回の活動でQC⼿法のレ
ベルが低い、新⼈3名と中堅3名を伸ばしていきます。
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運営の工夫②

今回のキーパーソンは岩原茉奈さんです。車両初の女性メンバーとして新たな視
点に期待。弱点であるQC⼿法のレベルアップを図ります。

こちらが育成計画です。
⽬標レベル到達のため中堅、ベテランがフォローをしながら、ステップに沿ってQC⼿
法を学んでいきます。また、まなちゃんやる気ゲージを作成。QC⼿法の習得状況と
リンクして、やる気ゲージも確認していきます。

社会的な背景として⽣産年齢⼈⼝の減少により、労働⼒の不⾜が懸念されています。
キャタラーでも同様の傾向にありそれらを補う為にはD&I(※)が必要不可欠です。
会社⽅針でも多様な⼈材が活躍できる職場づくりが求められているため、チャージサークル
では独⾃の活動⽅針を誰もが働きやすい環境づくりに設定しました。

活動⽅針をもとにブレーンストーミングを活⽤し、多くの意⾒を集めました。職場の６⼤任務
に沿って、4種のテーマにまとめました。4種のテーマをマトリックス図で評価。
点数が最も⾼い「ARK車両棟作業環境改善」 をテーマに決定しました。

① ⾞両グループに初めて⼥性作業者が配属
② 北⽶シャシダイへの作業応援
この2点から作業負荷を減らし職場⼒をUPさせる為、環境を整えていきます。

キーパーソン選定

キーパーソン選定

個⼈レベル評価表に加えて、全員がQC検定の問題に挑戦することで、⼿法の知識レ
ベルを把握。メンバーの弱みを再確認し、社内の教育を活用してレベルの底上
げをしていきます。また、結果を分析し効率的なレベルUPを図ります。

テーマ選定

テーマ選定 取り組む必要性の明確化

～車両棟紹介～

～車両棟作業工程～

【⾞両棟紹介】⾞両棟ではシャシダイのローラー上に⾞両を固定し⾛⾏する⾞両評価試
験を⾏っています。
【⾞両棟作業⼯程】⾞両評価試験の流れはこのようになっています。
試験前⾛⾏と試験の前にシャシダイへ⾛⾏準備を⾏います。

メンバー全員で作業確認を⾏いました。作業確認し感じた意⾒を募集し集約しました。

攻め所の明確化 ～第三者目線による作業の洗出し～

※
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攻め所の明確化

ヒアリングした内容から親和図法を用いて懸念点の層別を行いました。さらにそこから取
り組むべき重要課題を絞り込むために、現地・現物で調査を実施しました。

攻め所の明確化

攻め所の明確化攻め所の明確化

攻め所の明確化 攻め所の明確化

抽出した課題の調査を⾏いました。まず、4柱リフト階段の使⽤作業について懸念点を確認
したところ、階段はキャスター付きの為、負荷が少なく、現状、問題がないことがわか
りました。

【携⾏⽸による給油作業】
ドラム⽸から直⼊れにすると在庫管理が難しいため、20リットルの携⾏⽸を使⽤しており、重
量はおよそ18.9キロ。女性の基準が12キロのため岩原さんは対応できません。

【牽引⾞による⾞両搬⼊出】
こちらも、牽引⾞で運搬中の落輪件数ゼロ、新人作業者でも運転可能で問題ありません
でした。

【⾞⾵速ファン】
動作時は3⼈で移動をしています。配線を持ちながら移動するため中腰の状態を保たな
ければなりません。配線も重いため、腰に負荷がかかっていることが分かりました。

【固縛台座、ロッド、導⼊管の運搬】
固縛台座の運搬では、運搬にハンドフォークを使⽤しますが、前輪が小さい為、方向転換
ができない、段差を越えるとき前輪を持ち上げなければならないという問題があがり
ました。

～現地調査：車両搬入出～ ～現地調査：給油作業～

～現地調査：4柱リフト階段～

～現地調査：車風速ファン～ ～現地調査：車両固定作業～

攻め所の明確化 ～現地調査：台座、ロッド、導入管の運搬②～ 攻め所の明確化 まとめ

【固縛台座、ロッド、導⼊管の運搬】
ロッドの運搬では全⻑2ｍ、およそ10キロのロッドを固縛台座まで運搬し、中腰の状態で支
えながら位置調整をします。導⼊管を運搬する際も、中腰の状態で移動しなければなら
ないため、作業姿勢が悪く、腰への負荷が高いことが分かりました。

現地現物をした結果、作業姿勢や歩行環境、重量物での負荷が高いことが分かりまし
た。これまでの第2試験課は勤務歴の⻑い男性作業者が多く、負担のある環境が慢性化し
ていました。しかし、⼥性作業者が配属されたことで、新たな視点での意見が増え、改善
へ取り組む⼤きなきっかけとなりました。
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攻め所の明確化

メンバーで結果について話し合い、エルゴノミクスを使って評価をすることにしました。
しかし参考にした指標は、作業内容の違いから正しい負荷を数値化できないことが発覚。
そこで「調査研究資料」を参考に、独自の指標を作成。みんなが働きやすい職場を⽬指す
ため、まずは現場で働く私たちが、率先し受け⼊れやすい環境を整えていくことにしました。

攻め所の明確化

こちらが作成した指標なります。調査結果を基に具体的な数値を設定しました。
指標は姿勢・歩行・重量物の3分類で各分類、時間や回数など4項目の合計点

数で作業負荷を評価します。

攻め所の明確化 攻め所の明確化

負荷を数値化したところ、同じ作業でも作業者により合計点数に違いがあることが
判明。結果を分析したところ、身長・体格・力などの違いにより、当てはまる項⽬が
変わり点数に差がうまれていることが分かりました。

項⽬の組み合わせによって負担の感じ⽅が変わるか検証。メンバー全員がモデル動作を実施。
結果、負担の感じ方に違いがあることが分かりました。3分類すべてを検証し、14人全員

が負担なしと回答した、合計点数8点を基準に決定。評価結果をグラフで表しました。あり
たい姿を合計点数8点に設定し、改善を実施してギャップをなくしていきます。

評価結果から攻め所選定シートを作成。
全ての攻め所で期待効果が⼤となり、採⽤しました。

⽬標は作業環境負荷度を2023年4⽉7⽇までにギャップを「0」にすると決めました。
ギャップが「0」になれば合計点数８点以下で作業負荷を減らすことができ、

皆が作業がしやすい環境を整えられます。

攻め所の明確化 目標の設定

活動計画 キーパーソンの育成

【活動計画】新人のレベル向上を目指し、ベテランとペアを組んで取り組むこと
にしました。計画は、このように進めていきます。
【キーパーソンの育成】キーパーソン、中間習得状況の確認です。
3項⽬を実施し、スキルレベルは1から2へレベルアップすることが出来ました。

方策の立案

５つの攻め所を系統図にて評価した結果、予想効果の高い29個の方策案を採用しました。
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キーパーソンの工夫 成功シナリオの実施

【ロッド固定台座運搬の⾒直し】台座運搬はフォークリフトを自在キャスターに変更す
ることで方向転換が可能に。楽に運搬できるようになりました。
【ロッド運搬、固定⽅法の⾒直し】ロッドは⼿持ちから台⾞での運搬に変更することで、姿
勢が大きく改善され重量も気にならなくなりました。 【導⼊管運搬、接続⽅法の⾒直し】導⼊管も同様に中腰での移動から立ち姿勢に

改善されたことで、腰への負担がなくなりました。メンバーの加工技術を活
かして全ての改善が完了しました。作業要領書の改訂・教育をしていきます。

3交代勤務でメンバー全員が集まることが難しいため、小グループに分かれて宿題を
実施。キーパーソンがメンバー全員と意⾒交換することで「チームワーク」、[人間関

係]、「QC意欲」、「連携」がアップ。チームワークと改善意欲のスキルがレベル3に
上がりました︕

【携⾏⽸による給油作業の⾒直し】給油作業は計量器を取り付けることで残量管理が
可能に、女性作業者でも一人で作業できるようになりました。
【⾞⾵速ファン移動⽅法の⾒直し】⾞⾵速ファンは配線が挟まることがなくなり、支えがな
くても移動可能になりました。

成功シナリオの追求

２9個の⽅策案に対して、障害の洗い出しと除去⽅法を検討しました。実現性の評価を
し、全ての障害に対し対策を実施。今回は一部抜粋して紹介します。

【携⾏⽸による給油作業の⾒直し】⼿動ポンプに計量器を取り付けることで使⽤量の把握
可能を⽬指します。給油口から燃料が吹き出す障害があげられましたが、タンク容
量の表示と、給油中の音を判断することで解決。携⾏⽸による作業負担がなくなると
予想しました。
【⾞⾵速ファン、移動⽅法の⾒直し】配線台⾞を追加することで、移動をスムーズにすること
を⽬指します。扉付近で引っかかる障害があげられましたが、扉の前に停止線を
引くことで解決。配線を⽀える作業をなくすことで、作業姿勢が改善されると予想しました。

【ロッド固定台座運搬の⾒直し】固定キャスターから⾃在キャスターへ変更することで移動を
スムーズにすることを⽬指します。荷重に耐えられずキャスターが破損する障害があ
げられましたが、耐荷重キャスターを選定することで解決。作業者の負荷軽減
が出来ると予想しました。
【ロッド運搬、固定⽅法の⾒直し】昇降付き台⾞で運搬することにより作業姿勢の改善を
⽬指します。ロッドが長いため、設備や車両と干渉する障害があげられましたが、
ターンテーブルを設置し、向きを変えられるようにしたことで解決。運搬がス
ムーズにできると予想しました。

【導⼊管の運搬、接続⽅法の⾒直し】持ち⼿を腰の⾼さまで伸ばすことで姿勢改善を⽬
指します。重心が前にあるため先端が下がる障害があげられましたが、前方へ
ステーを伸ばしキャスターを追加することで解決。作業姿勢が改善され楽に運
搬ができると予想しました。
【実施計画】沖課⻑に、それぞれの対策に関して承認を頂き、このように計画を⽴てて進
めていきます。

成功シナリオの追求

成功シナリオの追求 成功シナリオの追求 ～実施計画～

成功シナリオの実施 成功シナリオの実施

携行缶による給油作業の見直し 車風速ファン移動方法の見直し

ロッド運搬、固定方法の見直しロッド固定台座運搬の見直し ﾒﾝﾊﾞｰによる加工作業導入管運搬、接続方法の見直し
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攻め所選定シートで効果を確認、こちらが改善後の評価結果になります。 全ての作業で8点以下になり目標であるギャップ０を達成することができました。
副次効果も得られました。

改善したことで皆が働きやすい職場へ近づきました。課⽅針多様性職場への貢献もばっちり
です。またQC活動でD&Iに取り組んだことにより、問題を他人事から自分事として捉え
られるようになり、メンバー全員の意識アップに繋がりました。
指標を活⽤し耐久、評価グループの作業環境改善にも取り組みます。

キーパーソンの習得状況はこのようになっています。
全ての項⽬を習得することができました。

個⼈スキル表でも、QC⼿法だけではなく、チームワーク、連携、改善意欲の項目が
向上しました。キーパーソンである岩原さんが積極的にＱＣ活動に取り組んだ結果である
と考えます。

最後にQC検定の問題を再度実施、QC⼿法のレベルアップを確認できました。
キーパーソンを中心に、レベルが向上し目標のBゾーンに到達することができ

ました。今後は、Aゾーンを⽬指して活動していきます。

作業要領書の⾒直し、点検、教育による維持管理を⾏い、品質と安全を確保します。
また、作成した指標は、新規作業者が配属された際にも活⽤します。

良かった点、悪かった点を考慮し、役割分担を明確にして円滑に活動を進めていきま
す。また、北米へ応援に行く作業者に横展開をお願いしました。海外拠点の円滑な⽀援
へ繋げます。今後も第2試験課全体で働きやすい職場づくりを目指して活動してい

きます。

標準化と管理の定着 反省と今後の方針

活動のまとめキーパーソンの成長②

効果の確認 キーパーソンの成長①

効果の確認効果の確認 「チャージ」作業負荷度評価表

①⾞⾵速ファン 320千円/年 ⼈員削減︕（3⼈→2⼈作業）
②給油作業 11千円/年 動線改善！（作業時間15分→8分）
③固縛台座 160千円/年 動線改善！（作業時間15分→8分）

【効果⾦額】合計491千円/年✨創意くふう提案 6件✨

副次効果

北米シャシダイへ横展会


